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ヅ
ー
、

北
山
友
松
子
　
医
家
②

　
予
、
平
野
庄
の
コ
氏
を
治
す
。
傷
風
、
発
熱
、
ロ
燥

（
か
わ
）
い
て
渇
し
、
水
を
与
え
れ
ば
吐
す
。
後
に
は
薬

湯
を
服
し
て
ま
た
吐
す
。
諸
医
、
手
を
袖
に
し
、
于
に

治
を
請
う
。
之
を
脈
す
る
に
詐
欺
。
『
傷
寒
論
』
に
曰

く
、
「
中
風
、
六
七
日
解
せ
ず
し
て
煩
し
、
表
裏
の
証

あ
り
。
渇
し
て
飲
水
を
欲
す
れ
ど
、
水
入
れ
ば
即
ち
吐

す
る
者
は
、
名
付
け
て
水
逆
と
言
う
。
三
居
敷
ゝ
一
れ
を

主
る
。
」
の
言
を
記
得
ず
。
遂
に
三
冬
の
末
を
以
て
自

炊
を
以
て
和
す
。
服
す
る
二
と
Ｉ
’
七
日
に
し
て
知
り
、

而
し
て
三
七
に
し
て
巳
ゆ
。
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